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在庫状況の推移（製造業､卸･小売業）
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経営上の問題点
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15

5

16
13

11

18

24

17
18

21

12

6

0

5

10

15

20

25

30

新築 2 4 8 3 5 8 8 4 4 6 6 1

増築 2 5 8 11 11 11 5 10 5 6 7 3

改築 2 3 5 4 1 5 5 1 2 1 3 1

合計 6 12 21 18 17 24 18 15 11 13 16 5

10/01月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

件
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村上市・岩船郡内金融機関預貸状況
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調査時期：２０１０年１２月中旬～２０１１年１月上旬

調査対象：村上市内事業所 ２００社 有効回答数 １３５社（回収率６７．５％）

〔業種別内訳〕 卸売・小売業64社、建設業41社、製造業28社、飲食店・宿泊業20社、サービス業47社
〔地区別内訳〕 村上地区103社、荒川地区33社、神林地区21社、朝日地区20社、山北地区23社

実施機関：村上市産業観光部商工観光課
村上商工会議所、荒川商工会、神林商工会、朝日商工会、山北商工会

分析機関：村上商工会議所

全国状況：全国中小企業動向調査結果【小企業編】（2010.10～12実績、2011.1～3見通し）
日本政策金融公庫 総合研究所

ＤＩ＝「良い」企業割合－「悪い」企業割合（売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの

景気感の相対的な広がりを意味する。）

『持ち直しの動きが続いているものの、

先行き懸念が強まっている。』

■村上市の業況
今期（10/10～12月期）の業況判断ＤＩ(全業種

計)は、前期(10/7～9月期)に比べて４．０ポイント上
昇し、▲２８．８となった。上昇は３期連続で、
調査開始(08/4～6月期)以来、最高の水準となっ
た。これは、飲食・宿泊業を除く全業種でＤＩが
上昇したためで、前期での今期予想（▲４１．５）
よりも１２．７ポイント上回った。

来期(11/1～3月期)については、１４．６ポイント
と大幅に低下し▲４３．４となる見通しである。
この低下幅は、リーマン・ショック後の09/1～3
月に記録した１４．０ポイント低下よりも大きく、先
行きの懸念が強まっている。

今期の全国ＤＩは前期比１．８ポイント上昇の▲４
２．１で、上昇は７期連続。来期は、１４．３ポイ
ント低下の▲５６．４となる見通し。
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村 上 市 景 況 調 査 報 告
平成２２年１０～１２月期の実績と平成２３年1～３月期の見通し

業況判断ＤＩの推移（全業種計）
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業況判断ＤＩの推移(卸･小売業)
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今期の業種別業況判断ＤＩは、卸・小売業で７．
１ポイント、建設業で７．３ポイント、製造業で５．６ポイ
ント、サービス業で２．２ポイント上昇した。飲食・宿
泊業は09年の新潟県大観光交流年の反動等で１４．
２ポイント低下した。来期については、高速道路の開
通による県内外からの流入の期待感等で飲食・宿
泊業で７．１ポイント上昇する見通しである。反面、
卸・小売業においては、新発田や新潟市への更な
る流出等を懸念し５．９ポイント低下する見通しで、
その他の建設業、製造業、サービス業においても
公共投資の予算削減や受注減少、積雪による効率
の悪化などでＤＩが低下する見通しである。

今期の売上ＤＩ（建設業除く）
は、前期より６．４ポイント上昇し▲
２０．８となった。上昇は３期連
続で、調査開始以来、一番高い水
準となった。

全国ＤＩは前期比０．２ポイント上
昇の▲３４．７となった。

来期については、３．６ポイント低
下し▲２４．４となる見通し。

全国ＤＩは、１１．１ポイント低下
する見通しである。

今期の受注ＤＩ（建設・製造業）
は、０．５ポイント低下し▲４０．９
となった。（ＤＩ内訳：建設業▲
５１．６、製造業▲２３．６）

来期については、２．８ポイント低
下し▲４３．７となる見通しであ
る。（ＤＩの内訳：建設業▲６０．
１、製造業▲２３．６）
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業況判断ＤＩの推移(製造業)
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受注ＤＩの推移（建設･製造業）
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今期の採算ＤＩ（全業種計）
は、前期より１１．２ポイント上昇
し▲４．６となり、調査開始以
来最高の水準となった。

全国ＤＩは７期連続で上昇し
▲２６．０となった。

来期については、２２．６ポイン
トの大幅低下で、▲２７．２とな
る見通しである。

全国ＤＩは１０．８ポイント低下
し、▲３６．８となる見通し。

今期の資金繰りＤＩ（全業種
計）は、４．８ポイント上昇し、▲
１２．７となった。

全国ＤＩは前期比１．９ポイント
上昇の▲２７．６で、上昇は２
期振り。

来期については１４．８ポイント
の大幅低下で▲２７．５となる
見通しで、リーマン・ショック
直後の08/10～12月期の下げ幅
（８．１ポイント低下）より大きく
なる見込み。

全国ＤＩは、１１．５ポイント低
下する見通し。

今期の借入ＤＩ（全業種計）
は、４．７ポイント上昇し１．５と
なり、調査開始以来、初めてプ
ラスに転じた。
〈内訳は以下の通り〉
「容易になった」
前期４．７％→今期５．３％

「変わらない」
前期３９．４％→今期４８．１％

「難しくなった」
前期７．９％→今期３．８％

今期、全業種の設備投資した
企業の割合は、１．４ポイント上昇
の１６．７％となった。

来期に設備投資を予定してい
る企業の割合は、６．０ポイン．ト低
下の１０．７％で、リーマン・
ショック後の09/1～3月期に最低
を記録した１０．２％に近い水
準となる模様。
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採算ＤＩの推移（全業種計）
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